
顧客を守る 

 

自分を守る！ ビジネスにつなげる！ 社会貢献をする！ 

１． ２． ３．その他防災関連事業者 ４．

 

14 顧客の施設等の耐災害性を強化している例                                          事例番号 090 
高性能機器を使った住宅診断による 

耐震化・劣化防止の促進 
 

■取組主体 株式会社北洲 ■取組の実施地域 岩手県・宮城県 

■業種 建設業 ■取組関連 URL http://www.hokushu.net/ 

 

  取組の概要                                                 
耐震診断・劣化診断から、中古住宅の再生に取り組む 

 住宅建設、建設資材販売等を行う株式会社北洲では、平成 17 年から社内に既存住宅検診センター

を設置し、主に戸建て住宅の劣化診断・耐震診断

を開始した。診断にあたっては、目視だけではな

く専用の機器を使用し、客観的な調査を実施して

いる。 

 同社では、これらの取組を生かして、顧客への戸

建て住宅のリフォーム提案や中古住宅の再販事

業へとつなげている。 

 

  取組の特徴                                                 
見えない部分の耐震診断・劣化防止を推進 

 同社は、住宅の劣化診断・耐震診断等においてサーモカメラ、ポールカメラ、レーザー水準器、温

湿度計、シュミットハンマー、鉄筋探査機、筋交探知機などを使用した非破壊検査を実施している。

 例えば、サーモカメラを用いることで熱分布（温度差）

を色の違いを解析し、柱及び筋交（すじかい）の位置や

有無、目に見えない部分の雨漏りや結露等を調べるサー

モグラフィ診断を実施している。また、長いポールの先

端にカメラを取り付け、高い部分の屋根や外壁、雨どい

の状態等を調査し、屋根材の劣化や破損を調べるポール

カメラ診断等を行っている。 

 また、耐震診断ソフトを利用し、木造住宅の耐震基準をクリアする提案に基づく施工を行っている。

診断結果に基づき提案と施工を行うことで、建物の長寿命化を図っている。 

 

 

 

【サーモカメラでの熱分布の分析による柱等の確認】

【ポールカメラ診断の様子】 
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  防災・減災以外の効果                                           
 建物は経年することで価値がなくなり土地のみで売買されている状況が続いており、建物の構造に

までしっかりと手を加えることで、断熱性能も耐震性能も兼ね備えた新しい中古住宅に息を吹き返

すことができる。 

 これにより新築住宅着工数が減少し、中古住宅が増加する中、既存住宅の劣化防止対策や耐震化を

実施することで災害時の住宅の倒壊や損壊を防ぐことができる。 

 また、同社としては、耐震診断を行うことで、リフォーム提案や中古住宅の再販事業へとつなげて

いるなど、営業面の成果に結び付けている。 

 

  周囲の声                                                   
 「住宅の建設・リフォームの最前線に立つ工務店に向けて、新たな仕組みや技術、例えば長期優良

住宅、バリアフリー化、環境への対応、防災性能の強化等といった取組を、確実に普及させていく

ためには、様々な工夫を必要とする。建設資材の販売を行っている同社では、その販売先として各

地に数多くの工務店を抱えている。自社の施工物件に加え、工務店やその施主なども含めて適正な

リフォームや耐震化の啓発活動を行うことは、非常に意義がある。（建築住宅関連団体） 

 


